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目的 社会のビッグデータ化に伴い重要視されているデータサイエンティスト
（分析人材）の育成のため、その技能（スキル）要件の定義・標準化を
推進し、社会に対する普及啓蒙活動を行う。
分析技術認定（レベル認定）などの活動を通じて、分析能力の向上を図
るための提言や協力を惜しまない支援機関として、高度人材の育成と
データ分析業界の健全な発展に貢献する。

代表者 草野 隆史

所在地 東京都港区白金台3-2-10 白金台ビル

会員数 法人会員 １１０社・１５団体、一般会員 １４，９６０名

データサイエンティスト協会の概要
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http://www.datascientist.or.jp/
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会員企業
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• バズワードである
• 「データサイエンティスト」
という言葉の定義が欠落

• 雇い主側の期待に
雇われる側のスキルセットが
合致しないケースが増加

• 若い才能たちが、自分達を
どう訓練し、スキルを身に
着けていくべきかわからない

設立時の状況

• この新しいデータプロフェッシ
ョナル（「データサイエンティ
スト」）に必要とされるスキル
セットを定義する

• スキル育成と評価のための軸・
基準を作る

• このデータプロフェッショナル
の皆さんが相互に接し、やりと
りできるオープンな環境を
提供する

• 社会との対話を行なう

設立の目的

本協会設立の背景と目的
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なぜ、定義が必要だったのか？
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2010年以降に、Big Dataと共に輸入された「言葉」

6

データサイエンティスト

＝を使う人
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言葉が生まれた国と
日本では前提が違う
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タスクとそれに必要な
スキルや知識の定義が不可欠
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データサイエンティストの使命
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データの持つ力を解き放つ
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データサイエンティストとは、

* ここで「ビジネス」とは社会に役に立つ意味のある活動全般を指す

データサイエンス力、
データエンジニアリング力をベースに
データから価値を創出し、
ビジネス課題に答えを出す
プロフェッショナル

10

資料：データサイエンティスト協会プレスリリース (2014.12.10) http://www.datascientist.or.jp/news/2014/pdf/1210.pdf
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単なるスペシャリストでもエキスパートでもない

• 何らかの分野について体系的で秀でた
知識とスキルを持っている人

• 何らかの分野に特化した人

エキスパート

スペシャリスト

プロフェッショナル • 体系的にトレーニングされた専門性を
持つスキルを持ち、

• それをベースに顧客（お客様、クライア
ント）にコミットした価値を提供し、

• その結果に対し、認識された価値の対価
として報酬を得る人

11

資料：データサイエンティスト協会スキル委員会ディスカッション
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スキル定義
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データサインティストに求められる３つのスキルセット

ビジネス力
(business problem 

solving)

データ
サイエンス

(data science)

データ
エンジニアリング

(data 
engineering)

課題背景を理解した上で、
ビジネス課題を整理し、
解決する力

情報処理、人工知
能、統計学などの
情報科学系の知恵
を理解し、使う力

データサイエンスを
意味のある形に使えるよ
うにし、実装、運用でき
るようにする力

資料：データサイエンティスト協会プレスリリース (2014.12.10) http://www.datascientist.or.jp/news/2014/pdf/1210.pdf
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プロジェクトの進捗にともなう求められるスキルの遷移

目的・テーマ設定

問題定義

アプローチの設計

処理・分析

解決

データ
サイエンス

データ
エンジニアリングビジネス

資料：データサイエンティスト協会プレスリリース (2014.12.10) http://www.datascientist.or.jp/news/2014/pdf/1210.pdf
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スキル項目数

15

領域計

★★★ 棟梁レベル
(フル)

★★ 一人前レベル
(アソシエート)

ビジネスデータ
サイエンス

データ
エンジニアリング

★ 見習いレベル
(アシスタント)

レベル
計

スキルチェックリスト https://www.datascientist.or.jp/common/docs/PR_skillcheck_ver3.00.pdf
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スキル項目数の推移

16
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スマートシティ における
データサイエンティストの役割

（想定）
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スマートシティ におけるデータサイエンティストの期待役割

18

データ利活用型スマートシティの概念（資料：総務省）

収集されたデータを
分析活用して、
課題解決・価値創造
を実現する担い手

・（データの量と複雑さは増すが）
技術的には民間で既に活用
されているものの転用で行ける
（人材の不足はあったとしても）

・都市固有の課題の定義や、
分析結果の活用・実装面で
課題を抱えるのではないか？
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想定される課題
（民間企業の例から）
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言葉が生まれた国と
日本では前提が違う

「データサイエンティスト」
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何が違うのか？
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データを生み出す
ITの位置付けが違う
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ITへの投資

23

出典：総務省 平成30年版情報通信白書 より作成
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IT予算の用途

24

IT予算を増額する企業における増額予算の用途

守りのIT投資 攻めのIT投資

出典：一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）「ITを活用した経営に対する日米企業の相違分析」調査結果（2013年10月）
CEATEC 2018 「攻めへ転じるIT投資」 JEITA  2018年10月18日
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米国ではITは攻めに使うもの
（金を稼ぐもの）
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「攻める」には、ビジネスとITを両方わかっていないといけない
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日本企業のCIO設置状況

出典：一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）「2017年 国内企業の「IT経営」に関する調査」調査結果（2017年9月）
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米国では、ITは主に「内製」するもの

27

日本では大半のIT技術者が、「外注先」に属している。
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IT人材の年収も決して高くない

28

出典：経済産業省「IT人材に関する各国比較調査」（平成28年6月）

日米のIT人材の年代別年収分布
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職業としても人気が高くない

29

出典：経済産業省「IT人材に関する各国比較調査」（平成28年6月）
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参考：ビッグデータに関する取り組み状況（2013年時点）
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日本は情報収集で
止まっている
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日本企業のデータ活用レベルは大きく他の国に劣後（2018年）

31

RANK COUNTRY
DATA Literacy 

Index 
(Median Score)

1 シンガポール 84.1

2 英国 81.3

3 ドイツ 79.0

4 フランス 77.3

5 インド 76.2

6 米国 72.6

7 オーストラリア 72.4

8 イタリア 71.9

9 スペイン 71.5

10 日本 54.9
出典：‘The Data Literacy Index_Results Summary’ (October 2018) by Qlik
https://www.qlik.com/us/company/press-room/press-releases/new-research-uncovers-opportunity-with-data-literacy
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データに限らず、他のIT技術の活用でも同様の遅れ
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https://xtech.nikkei.com/atcl/nxt/column/18/00848/00017/
?fbclid=IwAR212roxyZGRQdmssnkbwiNASssod79gE9v004iXsDq_yF0wFXOfcIgON1o

https://www.gartner.com/smarterwithgartner/
cloud-adoption-where-does-your-country-rank/

Cloud Spending Rates and Growth Highlight Tracking, 
Lagging and Resisting Countries, 2022
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参考：アメリカでの定義例
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https://www.mckinsey.com/business-functions/mckinsey-analytics/our-insights/ten-red-flags-signaling-your-analytics-program-will-fail

https://www.mckinsey.com/business-functions/mckinsey-analytics/our-insights/ten-red-flags-signaling-your-analytics-program-will-fail


Copyright © 2019 The Japan DataScientist Society. All Rights Reserved.

データサインティストに求められる３つのスキルセット

ビジネス力
(business problem 

solving)

データ
サイエンス

(data science)

データ
エンジニアリング

(data 
engineering)

課題背景を理解した上で、
ビジネス課題を整理し、
解決する力

情報処理、人工知
能、統計学などの
情報科学系の知恵
を理解し、使う力

データサイエンスを
意味のある形に使えるよ
うにし、実装、運用でき
るようにする力

資料：データサイエンティスト協会プレスリリース (2014.12.10) http://www.datascientist.or.jp/news/2014/pdf/1210.pdf

34
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持続可能な未来のために「スマートシティ」をバズワードの消費に終わらせない為に

35
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DXの大前提

ソフトとデータで
価値を生む

基礎

「スマートシティ」を都市のDXと捉えるなら

36

経営者の意識・認識

ITインフラ

データ

カルチャー

人材・組織・プロセス

経営目的・課題

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

ビ
ジ
ネ
ス

ビ
ジ
ネ
ス

市場の変化スピード（脅威）への認識
（組織の俊敏性を高めるしか解がないという認識）

自社のビジネスプロセスを網羅するITシステム

ファクトベースで議論・意思決定する文化

十分な質量のエンジニアとデータ活用人材

適切に収集・管理され、アクセス可能なデータ

個別のDX課題

自社ビジネスにおいてデジタル活用で
・コスト削減が可能な領域・対象は？
・競合差別化が可能な領域・対象は？
・ディスラプターに参入される脅威がある領域は？

データで価値を生むには、状況を捉える知覚神経的なIT（IoT?）と、分析結果を現実に反映する
運動神経的なIT（ソフトウェア等）が対で存在し、加えてそれを実行する組織やプロセスが
同じ成熟度で組織に整備されていかなければいけない
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【参考】デザインド・フォー・デジタル

37

デジタル企業デザインを、バリュープロポジションを形作り、
デジタル技術の可能性によって実現するサービスを提供
するために、

人材 （役割、説明責任、構造、スキル）、
プロセス （ワークフロー、手順、手続き）、
技術 （インフラストラクチャ、アプリケーション）

を全面的に、組織的に構成することと定義する

（中略）

長年受け継がれたレガシーシステムからの転換を図るときに、
社内プロセスや人材の役割を再設計することに
失敗した企業は、企業システムから期待していた
利益を得ることはなかった。

出典：DESIGNED FOR DIGITAL持続的成功のための組織変革
ジーン・W・ロス (著), シンシア・M・ビース (著),
マーティン・モッカー (著), 野村マネジメント・スクール (翻訳)
（日本経済新聞出版）
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【参考】日本のGDP成長の内訳
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出典：シン・ニホン
出所：GDP transition in real market sizes by sector in Japan (2016 White Paper, Information and Communications in Japan)

日本の産業別GDP成長率(2014年)
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【参考】米国のGDP成長の内訳
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出典：シン・ニホン
出所：GDP transition in real market sizes by sector in Japan (2016 White Paper, Information and Communications in Japan)

米国の産業別GDP成長率(2014年)
137584
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DXの大前提

ソフトとデータで
価値を生む

基礎

「スマートシティ」を都市のDXと捉えるなら

40

経営者の意識・認識

ITインフラ

データ

カルチャー

人材・組織・プロセス

経営目的・課題

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

オ
ペ
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ー
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ョ
ン

ビ
ジ
ネ
ス

ビ
ジ
ネ
ス

市場の変化スピード（脅威）への認識
（組織の俊敏性を高めるしか解がないという認識）

自社のビジネスプロセスを網羅するITシステム

ファクトベースで議論・意思決定する文化

十分な質量のエンジニアとデータ活用人材

適切に収集・管理され、アクセス可能なデータ

個別のDX課題

民間企業でも、成功例が少ない中で、多様なステークホルダーが存在する都市において
データ活用のための投資と、そこから成果を上げるための仕組みを回すために、
何を同時に変えていけばいいのでしょうか？
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